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研究成果の概要（和文）：本研究期間において、記述問題に対する調査対象者の回答を分析し、研究分担者でそ
の評価を行っていった。その結果、論述の回答の評価には、様々なカテゴリーの要因が複雑に重なることがわか
った。研究分担者どうしの回答評価には共通性もあれば相違もあったが、それは、各評価者が持つ、論理につい
ての信念カテゴリーの組み合わせ・重み付けの違いであることがわかった。しかし、どのような重み付けが妥当
であるかについては、共通の一致を見ることができなかった。

研究成果の概要（英文）：During this research period, the responses of the survey participants to the
 essay questions were analysed and evaluated by the co-researchers. The results showed that the 
evaluation of the essay responses was a complex combination of factors from different categories. We
 found that the similarities and differences in the evaluations of the responses of the 
co-researchers were due to differences in the combination and weighting of the belief categories 
about logic held by each evaluator. However, there was no common agreement as to what weighting was 
appropriate.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義としては、論理とはなにか、論理教育で育てる教育内容とはなにかについては、研究者間
に複数の信念カテゴリーで分けられる要素をどう所持しているかで多様になることが分かった。研究者が増えれ
ば増えるほど共通信念カテゴリーは減少し、共訳可能性が低下することもわかった。論理教育を研究・実践を行
う際は、関係者の保有する論理に関わる信念カテゴリーをオープンにしどの部分について協働するか取り決める
ことが重要である示唆が得られた。社会的意義としては、高等学校検定国語科教科書（第一学習社版）に本研究
の成果を反映した教材を作成することができたことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

私達は、論理教育のカリキュラムを開発することを目的として、国語科の教育内容として

の論理・論証モデルの検討や論理的文章教材の系統性の検討、批判的読解モデルの検討など

に取り組んできた。また、科学研究費補助金（基盤研究 C）（平成 26～28年度）（以後予備

研究と呼ぶ）においては、量的な調査によって、小・中・高等学校の学習者の論理的認識力

の育成に課題があることを明らかにした。 

予備研究における調査では、学習者に対して自由式記述を求める読解問題を課した。その

回答の分析に際して、文章の読み手の感情に強く訴えかけようとする熱意が感じられる記

述を分析者は高く評価する傾向にあった。そこで、学習者の記述を再度分析したところ、高

く論理評価された記述は、そうでない記述と比べて、有意に文字量が多いということが明ら

かになった。 

論理の認識の分野では、発話の分量を増やすことによって説得力が高まるということが

知られている。このことを踏まえると、学習者の論理的認識力の表出を教師や研究者や研究

者が論理評価するにあたって、記述の論理の認識が影響を与えているのではないかと推測

できる。 

論理教育において論理の認識を教育内容として位置づけることが提言されたことはあっ

たが、論理教育における教師や研究者の論理の認識の影響を分析した研究はこれまでにな

い。学習者の学びを評価するためには、教師や研究者の論理の認識の影響を明らかにする必

要があると考えられる。 

そこで、リサーチクエスチョンを、学習者の論理を、教師や研究者はどのように評価しそ

こにはどのような論理の認識があるか、とした。 

 

２．研究の目的 

本研究は、論理教育における論理の認識の位置づけを明らかにしようとするものである。

そのために、学習者の表現上の論理の認識が教師や研究者の論理評価に与える影響を明ら

かにすることが本研究の目的である。 

本研究により、国語科において育成を目指すべき資質・能力である創造的・論理的思考力

を育成するための論理教育における論理の認識の指導モデルが開発されることが予想され

る。教師や研究者が学習者の論理的表現を論理評価する際に、学習者の表現上の論理の認識

の影響がどのように影響するかを明らかにすることにより、試験における学習者の学力の

測定の信頼性を高めることが期待できる。 

大学入学者選抜改革の一環として、大学入試センター試験の後継としての「大学入学共通

テスト（仮称）」が創設されることとなった。この新テストにおいては記述式の問題も導入

される。採点の質や公平性の担保が課題とされる中で、論理の認識が採点者に与える影響を

明らかにすることも視野に入れた本研究の意義は極めて大きいと考えられる。 

 

 

 

３．研究の方法 



本研究は、論理教育における学習者の表現に対する教師や研究者の論理評価において、学

習者の表現上の論理の認識が与える影響を明らかにするとともに、論理教育における論理

の認識の指導法を開発することを目的とする。そのために、３年間で次の研究を行う。 

①学習者の記述表現における論理の認識が教師や研究者の論理評価に与える影響を明らか

にする。 

②論理の認識と論理的認識力との関連を明らかにする。 

③論理教育において論理の認識を学習するための教材を開発する。 

④論理の認識に焦点を当てた論理的認識力の育成方法を開発する。 

 

 

４．研究成果 

（研究の直接的成果） 

本研究期間において、記述問題に対する調査対象者の回答を分析し、共同研究者でその論

理評価を行っていった。その結果、論述の回答の論理評価には、様々なカテゴリーの要因が

複雑に重なることがわかった。共同研究者どうしの回答の評価には共通性もあれば相違も

あったが、それは、各論理評価者が持つ、論理についての信念カテゴリーの組み合わせ・重

み付けの違いであることがわかった。しかし、どのような重み付けが妥当であるかについて

は、共通の完全な一致を見ることができなかった。そのことは、論理の捉え方や論理教育の

捉え方がいまだに一致していないことにつながることと考えられる。 

カテゴリーは以下の通り。 

A-1「読者」というものを意識している点を論理評価 

A-2「読者」として自分自身を位置づけ，実感的に捉えている点を論理評価 

A-3「読者」の姿を客観的に意識している点を論理評価 

A-4「読者」として自分自身を位置づけ，実感的に捉えると同時に，それを客観的に捉え

ている点を論理評価 

 

B-1「筆者」を措定している点を論理評価 

B-2「筆者」の思い・意図を客観的に捉えようとしている点を論理評価 

B-3「筆者」から「読者」への働きかけを意識している点を論理評価 

B-4一般的な記述ではなく，他ならぬこの「筆者」の思いを実感的に捉えている点を論理

評価 

B-5単に「筆者」の主観を書いていただけならば論理評価しない 

 

C-1重要な内容に着目している点を論理評価 

 

D-1自分なりの解釈を述べている点を論理評価 

D-2実感的に捉えようとする姿勢を論理評価 

D-3問いに答えようとする意欲がある点を論理評価 

 

E-1内容に触れた点を論理評価 

E-2回答の文量が多い点を論理評価 

E-3回答の文量が多いかどうかは論理評価しない 



E-4回答が問いと対応している点を論理評価 

E-5回答が日本語として適切である点を論理評価 

E-6回答が日本語として適切であるかどうかは論理評価しない 

E-7回答に根拠が付されている点を論理評価 

E-8回答に妥当な根拠が付されている点を論理評価 

E-9定型句は論理評価しない 

E-10回答の記述が具体的で，わかりやすい点を論理評価 

E-11「ある」場合と「ない」場合が対比的に述べられている点を論理評価 

 

（研究の学術的意義） 

研究成果の学術的意義としては、論理とはなにか、論理教育で育てる教育内容とはなにか

については、研究者間に複数の信念カテゴリーで分けられる要素をどう所持しているかで

多様になることが分かった。研究者が増えれば増えるほど共通信念カテゴリーは減少し、共

訳可能性が低下することもわかった。 

論理教育を研究・実践を行う際は、関係者の保有する論理に関わる信念カテゴリーをオー

プンにしどの部分について協働するか取り決めることが重要である示唆が得られた。 

本研究の大きな社会的意義としては、本研究の大部分の参加者が編修著作者として参加

している、高等学校検定国語科教科書(第一学習社版 「現代の国語」「論理国語」)に、本研

究の成果を反映した教材を作成することができたことである。 
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